




ロンプルーフシャネツまたは、
ベストプルーフシャネツ

プルーフシーラーシャネツ

40～50mm

USコーナーシャネツ

断熱材（ポリスチレンフォーム）

防湿フィルム（指定時※）

下地（RC）

絶縁緩衝シート（ラジアルシートL600）

建物竣工

新築時から、シート防水が採用されたと仮定しています。
保証年数は、汎用ルーフィング・遮熱ルーフィングともに10年を上限とします。
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■遮熱ルーフィングにより改修回数の低減が図れます。

試験体

サーモ
グラフ

ベストプルーフシャネツ 一般ルーフィング

■ベストプルーフシャネツの遮熱性能をサーモグラフで見ると…

ベストプルーフシャネツと一般ルーフィングの表面温度を比較すると、
ベストプルーフシャネツの方が温度の上昇が抑えられています。

100mm

ロンプルーフシャネツ・ベストプルーフシャネツ防水仕様

高耐久ルーフィングで
改修サイクルを延長

遮熱（高反射）・高耐久防水仕様

シート防水業界初の遮熱（高反射）ルーフィング*1を使用した屋上防水仕様です。
用途に合わせて、1.5mmの「ベストプルーフシャネツ」と2.0mmの「ロンプルーフシャネツ」をご用意。
すぐれた防水性能はそのままに、ハイレベルの遮熱（高反射）性能を発揮します。

●このイラストは、225ＵＤ仕様（ＲＣ下地）の構造を表すイメージ図です。実際とは多少異なります。
※国土交通省 公共建築（改修）工事標準仕様書（H25年度版）SI-M2／日本建築学会 建築工事標準仕様書（JASS 8）S-PMT（寒冷地仕様Ⅰ～Ⅲ地域）

遮熱ルーフィングは、汎用ルーフィングに比べ高耐久。
建物の改修サイクルの延長や、ライフサイクルコストの
低減に貢献します。
改修サイクルが延長することで、管理手間の低減など付
帯効果も期待できます。

日射反射率 最大約70％で、屋上表面温度をダウン
遮熱ルーフィングは、汎用ルーフィング比べ、日射反射率
（赤外反射率）を最大約70％と飛躍的に向上させた
ルーフィングです。
高い反射性能により、屋上温度を抑制します。その結
果、躯体の熱変動・蓄熱が抑えられ、建物の保護効果が
期待できます。

建物内に侵入する熱量を抑制し、
冷房効率もアップ
建物に侵入する熱量を抑制することにより、建物の温度上昇が抑えられます。
そのため、同じ温度設定で冷房した際の冷房効率がアップします。

ヒートアイランド現象の抑制と地球温暖化防止への貢献
屋根表面温度の低下と冷房排熱の抑制により、ヒート
アイランド現象の緩和に貢献します。
また、冷房に必要なエネルギーが少なくなるので、発電に
伴う二酸化炭素の排出量も低減し、都市環境のみだけ
でなく、地球環境にもやさしい防水仕様です。

さまざまな屋根に適応可能です
「ロンプルーフシャネツ」「ベストプルーフシャネツ」は、
汎用ルーフィング「ロンプルーフエース」「ベストプルーフ」
をグレードアップしたルーフィングです。
これらシートが適用できる工法のほぼすべてに対応可能
で、さまざまな屋根に活用できます。

*1 当社調べ
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※一般ルーフィングの表面温度80℃の時、グレー色同士の比較

※

接着工法

断熱接着工法

断熱接着工法（歩行対応）

機械的固定工法

断熱機械的固定工法

金属下地屋根断熱機械的固定工法

工 法

110仕様

123仕様

124・125・127仕様

210仕様

224・225・227仕様

SD仕様

仕 様

非歩行／歩行

非歩行

歩行

非歩行／歩行

非歩行

非歩行

用 途

◎

◎

○（ロンプルーフシャネツのみ）

◎

◎

◎

適用可否

※ベストプルーフシャネツ：非歩行用防水シート（点検程度は可）、ロンプルーフシャネツ：歩行対応防水シート（工法上不可の場合は不可）

グリーン購入法適合



ベストプルーフシャネツ
退色はなく、浅い亀裂が
見られる程度です。

一般ルーフィング
退色こそ見られませんが、

表面に大きな亀裂が見られます。

＊新築時からシート防水が採用されたと仮定しています。
＊改修サイクル／一般ルーフィング12年、ベストプルーフシャネツ15年と仮定。

建物竣工 30年後 50年後10年後
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％数値は日射反射率（KRK規格に基づく測定値）
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当社一般ルーフィング
約22％

ベストプルーフシャネツ（ホワイトグレー）
68％

ベストプルーフシャネツ（グレー）
57％

すぐれた汎用性

さまざまな屋根に
適応可能です
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「ロンプルーフシャネツ」「ベストプルーフシャネ
ツ」は汎用ルーフィング「ロンプルーフエース」「ベ
ストプルーフ」をグレードアップした遮熱（高反射）
ルーフィングです。
露出する一部の部材を除き、ほとんどの部材が
一般仕様と同じものが適用可能ですので、シート
の指定を変更するだけで、屋根に遮熱（高反射）
性能を付与できます。

耐久性

高耐久ルーフィングで、
改修サイクルを延長

ハイレベルの遮熱性能

日射反射率 最大約70％で冷房費も削減

遮熱と断熱の違い

日射反射率は熱となる光（赤外線）の反射能
力を示しします。つまり、反射率が高いほど、
温度上昇が抑えられることになります。
遮熱ルーフィングは約55～70％のすぐれた
反射性能を持ち、屋根面の温度上昇が抑え
られれます。その結果、屋上面から建物に入
る熱量が少なくなり、冷房負荷低減＝冷房費
節減効果発揮します。また、蓄熱・熱変動も
抑えられるので、建物を保護する効果も期待
できます。
　また、平成22年度4月からグリーン購入法
特定調達品に高日射反射率防水が加わり、
ロンプルーフシャネツ・ベストプルーフシャネツ
ともに適合します。

遮熱とは、太陽光のうち特に近赤外線を反
射し、温度上昇を抑え屋内に伝わる熱の量
を少なくする技術です。そのため、光の強い
夏季に性能を発揮します。
一方、断熱は断熱材を使用し、屋外・屋内間
の熱移動を抑える技術です。
断熱工法では、断熱材が蓄熱しルーフィン
グ・断熱材ともに劣化が進みやすくなります。
また、夏季はその輻射熱により屋内に蒸し暑
さを感じることもあります。しかし、遮熱では、
ルーフィングの温度上昇が抑えられるので、
通常の断熱工法よりも劣化が抑えられます。
そのため、ロンシールでは断熱工法と遮熱工
法の併用をお勧めします。

■図1  一般的なRC造の屋上の例

■図2  工場や倉庫などの金属下地屋根の例

■図５  分光反射率グラフ（300nm～2500nm）

■図３  表面劣化状態の比較

■図４  築後50年の改修回数比較

ベストプルーフシャネツ

ロンプルーフシャネツ

下地（QLルーフ）

断熱材
（ポリスチレンフォーム）

試験条件：メタルウェザー照射 1,344時間（照射紫外線量 20年相当分）

●このイラストは、LSN-210 UD仕様の構造を表すイメージ図です。
　実際とは多少異なります。

●このイラストは、SD-S UD（BSN-225D UD）仕様の構造を表すイメージ図です。
　実際とは多少異なります。

日射反射率について

遮熱の概念 断熱の概念

太陽光が屋根で熱になりにくい
（熱となる光を大気中に反射する）

屋内に伝わる
熱の絶対量が少ない

太陽光が屋根で熱になるが、
屋内へ伝わるスピードが遅い

屋内に伝わる
熱量が少ない

遮熱ルーフィングと汎用ルーフィングを同時に促進
劣化試験を行った結果、表面状態に大きな差が
現れました。
亀裂の入り方から、遮熱ルーフィングの方が、
劣化が抑えられることが証明されました。よって、
改修サイクルの延長にも貢献します。
改修サイクルが延長されることにより、建物が
その寿命を全うするまでのトータルの改修費が
低減できるとともに、建物管理の手間を軽減する
メリットがあります。

※防水性能の保証は、汎用ルーフィング・遮熱ルーフィング　
　ともに10年です。

日射反射率は、光の中の「物を温める性質を持つ赤
外線領域の光（780nm～2500nm)に着目し、太陽
光の内、地上に到達する強度の比を換算・平均化し
た数値（＝赤外反射率）です。そのため、分光反射グ
ラフ（図5）で80%近い値を示しても、反射率としては
70％となります。（合成高分子ルーフィング工業会
（KRK）規格 S-001　高反射率防水シート）

また、JIS・東京都などの基準にある日射反射率は、
温度上昇への影響が少ない可視光領域まで含む数
値を使用しています。この場合、数値が高いほど反
射率はすぐれてはいますが、同時に眩しく感じる可能
性があり、周辺環境への影響も考慮する必要が出
てきます。






